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　コロナ禍の3年間帰ることができなかった分、また桜の騒ぎが終わってから、訪日しました。

誕生日を迎えて自分の年に驚き、後、命がどのくらいか、何回帰れるかわからないと

奮起したわけです。

　ちょうど母校の同窓会総会にも出られる予定で、同じ学校の先輩である姉と出席

しました。



　名物の藤の花はもう最後でしたが、まだ咲いて私達卒業生を迎えてくれました。
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　総会は賛美ではじまりました。昨年度からの報告や改定事項の賛否が問われ、

チャペル内で手際よく進行しました。

　出席者は 160 名あまり。そしてお茶の後、構内ツワーが行われました。
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　校舎はよく手入れがされ、新校舎がくわえられていましたが、昔の校舎はそのまま

きれいに保たれていました。トイレのきれいさはまた格別。

　そしてクラスの中を見るとどのクラスにも聖句が掲げられていました。



　この学校で学んだ６年の間、私は私の人生を導いていてくださる方の存在に気づいて

いませんでした。

　嬉しいことにこの度この同窓会に集った私達の同期生はなんとみなさん、卒業後

クリスチャンになっていました。この学校がアメリカ人宣教師のウイリアム主教によって

伝道のために創立されたその趣旨が実っています。
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住所

電話＆FAX 093-692-9200

〒807-0873
福岡県北九州市八幡西区藤原 2-12-6 メール oriochurch@outlook.jp

URL http://www.oriochristianchurch.net(　　　    　　　　　    )9:00    13:00～

折尾クリスチャンチャーチ

竹下弘美

　後の残りの人生、地の塩、世の光として、また上のクラスルームにあった聖句

「私はこう祈ります、知る力を見抜く力とを身につけて、あなたがたの愛がますます豊
  かになり、本当に重要なことをみわけられるように」ピリピ１：９－１０

という生き方を最期まで貫きたいと思います。


